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令和７年度 愛知県立名古屋工科高等学校ＰＴＡ総会 

 

 

 

１ 議  事 

(1) 令和６年度事業報告 

(2) 令和６年度決算報告 

(3) 会計監査報告 

(4) 令和７年度役員選出 

(5) 令和７年度事業計画（案） 

(6) 令和７年度会計予算（案） 

 

２ 学校徴収金会計について 

 

 

 

 

 

 

 



愛知県立名古屋工科高等学校

月 日 曜日 事　　　　　　 　　業 場  所 参加者(予定人数)

4月8日 月 入学式・ＰＴＡ入会式 本校 新会員223名・Ｐ役員９名

ＰＴＡ会計監査 ＰＴＡ監査３名

第１回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員11名／Ｔ５名

第１回学校徴収金会計運営協議会 Ｐ役員11名／Ｔ９名

第２回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員９名／Ｔ５名

第１回ＰＴＡ委員会・専門委員会 Ｐ役員９名・委員17名／Ｔ10名

ＰＴＡ総会 出席79名・委任状486名

愛知県公立高等学校ＰＴＡ連合会　総会 Ｔ校長

愛知県公立高等学校ＰＴＡ指導者研修会 Ｔ校長

6月21日 金 東海地区高等学校ＰＴＡ連合会大会三重大会 三重県総合文化ｾﾝﾀｰ Ｐ役員２名／Ｔ校長

6月27日 木 ［学習委員会］

又は28日 金 Ｐ会員〇名／Ｔ４名

7月10日 水 第１回名南地区県立学校ＰＴＡ担当者会議 鳴海高校 Ｔ総務（清水）

第３回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員９名／Ｔ５名

第２回ＰＴＡ委員会・専門委員会 Ｐ役員９名・委員26名／Ｔ6名

8月22・ 木

23日 金

ＰＴＡ校内見学会 ［学習委員会］／Ｐ会員36名

第４回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員８名／Ｔ４名

第３回専門委員会 Ｐ役員８名・委員16名

ＰＴＡ会報「めいなん」第132号発行 本校 ［広報委員会］／総務

ＰＴＡ研修会（企業見学会）準備 本校 他 ［保健厚生委員会］

10月10日 木 ＰＴＡ研修会（企業見学会）
INAXﾗｲﾌﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑ
日清ｵｲﾘｵｸﾞﾙｰﾌﾟ㈱
名古屋工場

［保健厚生委員会］
Ｐ会員23名／Ｔ３名

11月6日 水 名南・名北地域協働生徒指導推進事業 熱田文化小劇場
［生徒指導委員会］
Ｐ１名／Ｔ１名

文化祭模擬店 ［生徒指導委員会］

第３回ＰＴＡ委員会・第４回専門委員会 Ｐ役員８名・委員18名／Ｔ６名

ＰＴＡ技術講習会 本校 ［学習委員会］Ｐ会員15名

第２回名南地区県立学校ＰＴＡ担当者会議 鳴海高校 Ｔ総務（清水）

1月22日 水 愛知県公立高校ＰＴＡ連合会名瀬(名南)地区研修会 ホテルルブラ王山 Ｐ役員・委員９名／Ｔ１名

卒業証書授与式 本校 Ｐ役員８名・委員９名

ＰＴＡ会報「めいなん」第133号発行 本校 ［広報委員会］／総務

学校保健委員会 Ｐ代表４名／Ｔ16名

第２回学校徴収金会計運営協議会 Ｐ役員７名／Ｔ９名

第５回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員８名／Ｔ５名

第４回ＰＴＡ委員会 Ｐ役員８名・委員24名／Ｔ８名

Ｐ役員２名／Ｔ１名

令和６年度　ＰＴＡ事業報告

本校

本校

本校

4月19日 金

愛知県
産業労働ｾﾝﾀｰ

ｱﾀﾞｽﾄﾘｱ
水戸ｱﾘｰﾅ他

金

第73回全国高等学校ＰＴＡ連合大会　茨城大会

7月19日

5月17日 金

5月31日 金

ＰＴＡ研修会（企業見学会） 未定

3月7日 金

9月25日 水

本校

11月21日 木

本校

本校

3月1日 土

12月6日 金



令和7年4月18日

（単位: 円）

科     目 当初予算額 補正予算額 予算現額  (A) 収入済額  (B)
収入増減額

(B-A)

会費 2,841,600 0 2,841,600 2,798,170 △43,430

雑収入 0 0 0 0 0

繰越金 911,360 0 911,360 911,360 0

合     計 3,752,960 0 3,752,960 3,709,530 △43,430

（単位: 円）

科      目 当初予算額 補正予算額 流用増減額 予算現額 (A) 支出済額 (B)
差引残額

(A-B）
備                  考

運営費 1,710,000 0 0 1,710,000 1,038,295 671,705 （ＰＴＡ活動経費）

  会議費 15,000 0 0 15,000 12,150 2,850 委員会等の会議に要する経費

  広報費 250,000 0 0 250,000 191,200 58,800 ＰＴＡ会報「めいなん」印刷費

  旅費 220,000 0 0 220,000 140,008 79,992 全国大会・東海大会

  需用費 265,000 0 0 265,000 140,745 124,255 総会資料の印刷費、事務消耗品

  役務費 80,000 0 0 80,000 55,342 24,658 施設賠償保険、切手、郵送料

  慶弔費 80,000 0 0 80,000 0 80,000 慶弔規程による経費

  負担金 400,000 0 0 400,000 355,931 44,069
県高Ｐ連会費

全国高Ｐ連賠償責任補償制度掛金

  研修費 400,000 0 0 400,000 142,919 257,081 企業見学

事業費 2,040,000 0 0 2,040,000 1,846,155 193,845 （学校後援的経費）

  部活動等支援費 800,000 0 66,200 866,200 866,200 0 平日時間外部活動指導等支援金、消耗品購入

  報償費 10,000 0 0 10,000 0 10,000 部活動外部指導者報酬

  旅費 350,000 0 15,270 365,270 365,270 0 時間外部活動指導等の旅費

  需用費 740,000 0 △81,470 658,530 542,582 115,948 コサージュ、消耗品、印刷費等

 所定支払金 100,000 0 0 100,000 63,873 36,127 大会、研究会等の参加経費

  使用料及び賃借料 40,000 0 0 40,000 8,230 31,770 生徒移送用のタクシー代

予備費 2,960 0 0 2,960 0 2,960

予備費 2,960 0 0 2,960 0 2,960

合     計 3,752,960 0 0 3,752,960 2,884,450 868,510

前年度からの繰越金

支出の部

令和６年度 PTA会計決算書

収入済額　3,709,530円　　支出済額　2,884,450円　　差引残額　825,080円

　（翌年度へ繰越し）

収入の部

備        考

転退学者による減



令和7年4月18日

　　（翌年度へ繰越し）

（単位: 円）

科     目 備        考

会費 転退学者による減

県費負担金 普通教室リース料県費負担、熱交換器洗浄

雑収入

繰越金 前年度からの繰越金

合     計

（単位: 円）

科      目 当初予算額 補正予算額 流用増減額 予算現額 （A） 支出済額 （B） 差引残額 （A-B) 備                  考

負担金 11,591,000 105,000 11,696,000 11,695,200 800 空調サービス料金、熱交換器洗浄

電気料金 1,300,000 0 0 1,300,000 730,206 569,794 空調電気代

需用費 200,000 △105,000 95,000 0 95,000

予備費 5,174,091 0 0 5,174,091 0 5,174,091

合      計 18,265,091 0 0 18,265,091 12,425,406 5,839,685

18,265,091 18,184,824 △80,267

支出の部

0 0 0

5,595,891 5,595,891 0

7,183,200 7,103,800 △79,400

5,486,000 5,485,133 △867

令和６年度空調設備運営費会計決算書

　　　　収入済額　18,184,824円　　支出済額　12,425,406円　　差引残額　5,759,418円

収入の部

当初予算額（A） 収入済額  (B) 増減額（B-A）



R7.4.18

収入済額 支出済額　 差引残額 （単位　円）

5,751,118 4,595,671 1,155,447 (翌年度へ繰越）

（単位　円）

当初予算額 補正予算額
予 算 現 額

(A)
収 入 済 額

(B)
収入増減額

(B-A)

5,974,170 0 5,974,170 5,751,118 ▲ 223,052

0 0 0 0

5,974,170 0 5,974,170 5,751,118 ▲ 223,052

（単位　円）

当初予算額 補正予算額 流用増減額
予 算 現 額

(A)
支 出 済 額

(B)
差 引 残 額

(A-B)
備 考

4,113,681 0 0 4,113,681 2,862,659 1,251,022

芸 術 鑑 賞 費 468,300 0 0 468,300 0 468,300 文化祭公演

進 路 指 導 費 100,350 0 0 100,350 4,806 95,544 コピー代

個 人 写 真 代 139,821 0 0 139,821 139,876 ▲ 55

防 災 対 策 費 334,500 0 0 334,500 314,389 20,111 非常食

基礎学力診断テスト代 981,200 0 0 981,200 938,450 42,750

副教材費
レディネステスト判定費 1,351,380 0 0 1,351,380 727,938 623,442 普通教科教材

日本スポーツ
振興センター共済掛金 430,390 0 0 430,390 430,390 0

体力テスト分析処理費 40,140 0 0 40,140 38,880 1,260

学校保健会・高体連
高文連分担金 144,950 0 0 144,950 145,115 ▲ 165

生 徒 証 代 122,650 0 0 122,650 122,815 ▲ 165

1,860,489 0 0 1,860,489 1,733,012 127,477

0 0 0 0 0 0

5,974,170 0 0 5,974,170 4,595,671 1,378,499

予 備 費

合 計

雑 収 入

合 計

２　支出の部

内 訳

共 通 経 費

工 業 科 実 習 費

令和６年度入学学年積立金会計決算書
（１年）

１　収入の部

科 目

会 費

備考

転退学者による減



令和６年度入学（緑）学年積立金（１年）会計実習費内訳
単位：円

項目 支出済額 支出見込額 支出予定額計 備考

工業技術基礎材料代（化学科） 31,889 0 31,889 143円×223名

工業技術基礎材料代（機械科） 26,290 0 26,290 鋼材、上質紙

計算技術検定試験代(3級) 156,100 0 156,100 700円×223名

3・4級　計算技術検定問題集 537,430 0 537,430 2,410円×223名

情報技術検定試験代(3級) 149,100 0 149,100 700円×213名

校外学習費 0 0

ファイル代･実習製本代等　 57,980 0 57,980 260円×223名

安全靴袋 82,510 0 82,510 370円×223名

関数電卓 691,300 0 691,300 3,100円×223名

事務調整分 0 0

振込手数料等 413 0 413 3件

合計 1,733,012 0 1,733,012



収入済額 支出済額　 差引残額 （単位　円）
R7.4.18

5,844,732 3,278,362 2,566,370 (翌年度へ繰越）

（単位　円）

当初予算額 補 正 予 算 額
予 算 現 額

(A)
収 入 済 額

(B)
収 入 増 減 額

(B-A)

3,979,840 0 3,979,840 3,858,498 ▲ 121,342

0 0 0 0

1,986,234 0 1,986,234 1,986,234 0

5,966,074 0 5,966,074 5,844,732 ▲ 121,342

（単位　円）

当初予算額 補 正 予 算 額 流 用 増 減 額
予 算 現 額

(A)
支 出 済 額

(B)
差 引 残 額

(A-B)
備 考

2,355,132 0 0 2,355,132 1,852,853 502,279

芸 術 鑑 賞 費 390,600 0 0 390,600 390,600 文化祭公演

進 路 指 導 費 83,700 0 0 83,700 6,873 76,827 コピー代

個 人 写 真 代 116,622 0 0 116,622 116,677 ▲ 55

ク レ ペ リ ン 検 査 代 71,610 0 0 71,610 71,693 ▲ 83

基 礎 学 力 診 断 テ ス ト 818,400 0 0 818,400 799,250 19,150

副 教 材 費
職 業 適 性 検 査 代

85,560 0 0 85,560 75,982 9,578 普通教科教材

SPI テ ス ト 代 172,980 0 0 172,980 166,470 6,510

日本スポーツ
振興センター共済掛金

358,980 0 0 358,980 358,980 0

体力テスト分析処理費 33,480 0 0 33,480 33,480 0

学校保健会・高体連
高文連分担金

120,900 0 0 120,900 121,065 ▲ 165

生 徒 証 代 102,300 0 0 102,300 102,383 ▲ 83

790,344 0 0 790,344 622,444 167,900

625,176 0 0 625,176 435,549 189,627

188,694 0 0 188,694 85,833 102,861

374,680 0 0 374,680 228,520 146,160

147,960 0 0 147,960 53,163 94,797

1,484,088 0 0 1,484,088 0 1,484,088

5,966,074 0 0 5,966,074 3,278,362 2,687,712

合 計

２　支出の部

令和５年度入学学年積立金会計決算書

（２年）

１　収入の部

科 目 備考

前年度からの繰越金

転退学者による減会 費

雑 収 入

繰 越 金

共 通 経 費

内 訳

合 計

機 械 科 実 習 費

電 気 科 実 習 費

IT 工 学 科 実 習 費

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 実 習 費

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 化 学 科 実 習 費

予 備 費



令和５年度入学（青）学年積立金（２年）会計実習費内訳 単位：円

機械科 電気科 IT工学科
ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽ
ﾃﾑ科

ｴﾈﾙｷﾞｰ化
学科

実習材料代 59,466 125,608 27,951 182,353

機械科1,101円×54名
電気科3,305円×38名
IT工学科847円×33名

ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科5,363円×34名

ガス溶接技能講習ﾃｷｽﾄ代

基礎製図検定試験代 37,800 700円×54名

安全保護具代 24,420 防塵マスク約407円×60個

製図用具代 388,260 7,190円×54名

製図用紙・テープ代 6,480 124円×54名

工具セット代 307,800 8,100円×38名

ファイル代･実習製本代等　 5,616 1,976 3,432 17,952 16,632

機械科104円×54名
電気科52円×38名

IT工学科104円×33名
ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科528円×34名
ｴﾈﾙｷﾞｰ化学科616円×23名

保護めがね 55,440 36,531

機械科946円×54名
726円×6個

ｴﾈﾙｷﾞｰ化学科1,353円×27名

USBフラッシュメモリ 44,550 54,450 28,050

機械科825円×54名
IT工学科1,650円×33名

ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科825円×34名

事務調整分

振込手数料等 412 165 165

合計 622,444 435,549 85,833 228,520 53,163

項目

支出済額

備考



R7.4.18

           収入済額  支出済額　 差引残額 （単位　円）

2,759,159 2,759,159 0

卒業生への残額返金1,864,111円

（単位　円）

当初予算額 補正予算額
予 算 現 額

(A)
収入済額

(B)
収入増減額

((B-A)

2,487,220 0 2,487,220 575,332 △ 1,911,888

0 0 0 0 0

2,183,827 0 2,183,827 2,183,827 0

4,671,047 0 4,671,047 2,759,159 △ 1,911,888

（単位　円）

当初予算額 補正予算額 流用増減額
予算現額

(A)
支 出 済 額

(B)
差 引 残 額

(A-B)
備 考

2,146,041 0 0 2,146,041 1,971,265 174,776

芸 術 鑑 賞 費 384,300 0 0 384,300 185,756 198,544 文化祭

進 路 指 導 費 82,350 0 0 82,350 109,569 △ 27,219 コピー代

個 人 写 真 代 114,741 0 0 114,741 114,796 △ 55

ク レ ペ リ ン 検 査 70,455 0 0 70,455 70,537 △ 82

就 職 用 写 真 代 100,650 0 0 100,650 100,650 0

基礎学力診断テスト代 366,000 0 0 366,000 362,000 4,000

副 教 材 費 251,625 0 0 251,625 251,790 △ 165 普通教科教材

SPI テ ス ト 代 170,190 0 0 170,190 170,190 0

日本スポーツ
振興センター共済掛金

353,190 0 0 353,190 353,190 0

体力テスト分析処理費 32,940 0 0 32,940 32,940 0

学校保健会・高体連
高文連分担金

118,950 0 0 118,950 119,115 △ 165

生 徒 証 代 100,650 0 0 100,650 100,732 △ 82

130,062 0 0 130,062 111,568 18,494

496,314 0 0 496,314 375,939 120,375

190,656 0 190,656 94,848 95,808

205,140 0 0 205,140 205,539 △ 399

8,000 0 0 8,000 0 8,000

1,494,834 0 0 1,494,834 0 1,494,834

4,671,047 0 0 4,671,047 2,759,159 1,911,888合 計

機 械 科 実 習 費

電 気 科 実 習 費

Ｉ Ｔ 工 学 科 実 習 費

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 科 実 習 費

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 化 学 科 実 習 費

予 備 費

共 通 経 費

令和４年度入学学年積立金会計決算書

（３年）

１　収入の部

科 目

会 費

雑 収 入

繰 越 金

合 計

２　支出の部

内 訳

備考

転退学者による減

前年度からの繰越金



令和４年度入学（赤）学年積立金（３年）会計実習費内訳 単位：円

機械科 電気科 IT工学科 ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科 ｴﾈﾙｷﾞｰ化学科

実習材料代 50,241 154,674
機械科約948円×53名

電気科約3,966円×39名

電気科実習指導書 9,867 253円×39名

ガス溶接技能講習ﾃｷｽﾄ代

ガス溶接技能講習材料代

免許申請用等写真代 242円×29名

機械製図検定試験代 55,650 1,050円×53名

製図用具代 209,040 91,520 189,930

電気科5,360円×39名
ＩＴ工学科2,860円×32名

ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科4,870円×39名

製図用紙・テープ代

資格申請料代 約3584円×29名

校外学習工場見学 約2,787円×30名

ファイル代･実習製本代等　 5,512 2,028 3,328 15,444

機械科104円×53名
電気科52円×39名

ＩＴ工学科104円×32名
ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科396円×39名

事務調整分

振込手数料等 165 330 165

合計 111,568 375,939 94,848 205,539 0

項目

支出済額

備考



R7.4.18

収入済額 支出済額 差引残額 （単位  円）

2,851,600 2,851,600 0

1　収入の部 （単位  円）

科　　　　目 当初予算額 補 正 予 算 額
予 算 現 額

(A)
収 入 済 額

(B)
収入増減額
(B-A)

会 費 567,300 567,300 333,686 △ 233,614

雑 収 入 0 0 0 0

繰 越 金 2,517,914 2,517,914 2,517,914 0

合 計 3,085,214 3,085,214 2,851,600 △ 233,614

２　支出の部 （単位：円）

科　　　　目 当初予算額 補 正 予 算 額 流 用 増 減額
予 算 現 額

(A)
支 出 済 額
(B)

差 引 残 額
(A-B)

備　　　　　　考

同 窓 会 入 会 費 1,061,400 0 0 1,061,400 1,049,800 11,600

卒 業 ア ル バ ム 代 2,013,000 2,013,000 1,801,800 211,200

予 備 費 10,814 10,814 0 10,814

合 計 3,085,214 3,085,214 2,851,600 233,614

前年度からの繰越金

令和４年度入学修学旅行等積立金会計決算書
（３年）

備　　　　　　考

卒業生残額返金　238,196円



R7.4.18

差引残額（単位　円）

912,090 (翌年度へ繰越）

１　収入の部 （単位　円）

当 初 予 算 額 補正予算額
予 算 現 額

(A)

収 入 済 額

(B)

収入増減額

(B-A)

2,841,600 0 2,841,600 2,810,000 ▲ 31,600

0 0 0 98 98

786,366 0 786,366 786,366 0

3,627,966 0 3,627,966 3,596,464 ▲ 31,502

２　支出の部 （単位　円）

当 初 予 算 額 補正予算額 流用増減額
予 算 現 額

(A)

支 出 済 額

(B)

差 引 残 額

(A-B)
備 考

部活動充実費 332,000 0 0 332,000 257,565 74,435

生 徒 派 遣 費 126,000 -52,000 74,000 0 74,000 生徒派遣に要する費用

消 耗 品 費 206,000 52,000 258,000 257,565 435 部活動充実に要する費用

教育振興費 3,294,000 0 0 3,294,000 2,426,809 867,191

総 務 費 264,000 264,000 0 264,000 学校行事用消耗品等

生 徒 指 導 費 88,000 88,000 81,444 6,556 生徒指導用消耗品等

進 路 指 導 費 64,000 64,000 57,423 6,577 進路指導用消耗品等

保 健 費 401,000 401,000 427,618 △ 26,618 清掃・保健厚生用消耗品等

図 書 費 403,000 403,000 358,680 44,320 図書・雑誌・館報費等

需 用 費 2,024,000 2,024,000 1,501,644 522,356 実習材料代・環境整備費等

役 務 費 50,000 50,000 0 50,000 振込手数料・保険料等

1,966 0 0 1,966 0 1,966

予 備 費 1,966 1,966 0 1,966

3,627,966 0 0 3,627,966 2,684,374 943,592

収入済額  

3,596,464

令和６年度教育振興費会決算書

科 目

会 費

支出済額

2,684,374

科    目

予   備   費

合 計

備考

転退学者による減

前年度からの繰越金

合 計

雑 収 入

繰 越 金



当初予算額 補正予算額 流用増減額
予 算 現 額

(A)

支 出 済 額

(B)

差 引 残 額

(A-B)
備 考

619,000 619,000 333,711 285,289 実習用消耗品

機　械　科 180,000 180,000 145,777 34,223

電　気　科 90,000 90,000 55,368 34,632

IT工学科 90,000 90,000 77,927 12,073

ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科 90,000 90,000 4,730 85,270

ｴﾈﾙｷﾞｰ化学科 90,000 90,000 49,909 40,091

理　　　科 39,000 39,000 0 39,000

普　通　科 40,000 40,000 0 40,000

工務部充実費 80,000 80,000 2,948 77,052 工務関係消耗品

視聴覚充実費 50,000 50,000 0 50,000 視聴覚関係消耗品

教務部充実費 120,000 120,000 105,000 15,000

大会参加費 200,000 200,000 0 200,000 工研競技大会等

電算機等消耗品費 80,000 80,000 170,665 △ 90,665

200,000 200,000 199,905 95 体育用消耗品

環境整備費 675,000 675,000 689,415 △ 14,415 環境整備等費用

2,024,000 2,024,000 1,501,644 522,356

科 目

実　習　費

体   育   費

合計

令和６年度需用費決算内訳



１　Ｐ役員

クラス 氏　名 生徒
番号

生徒名
専門

委員会
クラス 氏　名 生徒

番号
生徒名

専門
委員会

クラス 氏　名 生徒
番号

生徒名
専門

委員会

11 夏目　　優 21 峻 研修 井上　美帆 2 裕菜 研修 竹安　明子 12 純輝 研修

相澤　道代 1 悠貴 広報 中島　　薫 19 殿太 研修 中村奈緒美 15 天紀 研修

竹田　陽子 18 真也 研修 前田みのり 27 龍之介 広報 33 山田　育子 36 倫 研修

13 井上　晶子 5 結斗 広報 鏡味日津留 12 曖嘉 広報 青木　美紀 1 力希斗 研修

岡田　絵里 7 裕太 研修 中村かおり 28 啓人 研修 小阪夏津記 7 匡聡 研修

鏡味日津留 8 徠斗 広報 河田　晴美 12 道樹優 広報 35 本田　智奏 26 沅材 広報

松﨑友紀子 31 想月 研修 田所加奈恵 22 陸 研修 太田由美子 4 蒼亞 広報

15 平地　久美 25 玲志 広報 東郷　早苗 23 瑞姫 研修 加藤さやか 7 寿佳 研修

太田　智美 5 周吾 研修 浅田かおり 2 悠樹 研修 佐々木七瀬 11 塑 総括

松本　朝子 28 清士朗 広報 岩瀬　郁恵 4 湧 研修 中村　　葉 19 伊吹 広報

永井　香織 18 仁大 研修

廣瀬　文子 21 裕吏 研修

１年

２年

３年

計

14

16

　研20，広10

※ ゴシック体は役員　研５，広４

　研６，広３

　研９，広３

令和７年度　PTA役員及び委員について（案）

会計監査

会計監査

役　　名

会　　長

2423

2312
1408

書　　記

副 会 長

書　　記

会計監査

青　木　美　紀

会　　計

竹　田　陽　子

東　郷　早　苗

2202

氏　　　　　名

佐々木　七　瀬

太　田　智　美

3401

3611

生徒番号

鏡　味　日津留

1605

専門委員会

（ 総括 ）

研修

研修青　木　力希斗

鏡　味　曖　嘉
鏡　味　徠　斗

生  　徒  　名

太　田　周　吾

佐々木　　　塑

広報

12

22

23

研修

研修

研修井　上　裕　菜

研修中　村　天　紀

東　郷　瑞　姫

竹　田　真　也

相　澤　悠　貴 広報会　　計

２　Ｐ委員

井　上　美　帆

中　村　奈緒美

相　澤　道　代

24

25

26

36

1201

1218

3215

32

34



３　Ｔ役員

役　名

顧　問

副会長

副会長

会　計

書　記

４　Ｔ委員

役　名

教 務 主 任

進路指導主事

３年学年主任

５　専門委員会

専門委員会名

佐々木七瀬 中村奈緒美 中島　浩晶 和地　伸浩

青木　美紀 加藤　貴志 山川　信彦

清水　浩一

主 中村奈緒美 副 井上　美帆 和地　伸浩 中村　宏樹

竹安　明子 山田　育子 長尾　隆志 平嶋　佑亮

青木　美紀 小阪夏津記 加古　修市 河合　秀紀

加藤さやか 中島　　薫 北澤　聖也 井上　　満

中村かおり 田所加奈恵 寺前　和正 藤田　浩樹

東郷　早苗 浅田かおり 與後　雄二 太田　　敦

岩瀬　郁恵 永井　香織 松本　　南 大佛　恒介

廣瀬　文子 夏目　　優 廣瀬　富久 岩田　考司

竹田　陽子 岡田　絵里 河合　悦子

松﨑友紀子 太田　智美

主 鏡味日津留 副 相澤　道代 加藤　貴志 清水　浩一

本田　智奏 太田由美子 遠藤　明伸 石垣　裕子

中村　　葉 前田みのり 岸田　晴雄 佐藤　裕紀

河田　晴美 井上　晶子 秋田　一光

平地　久美 松本　朝子

氏　　　名

校   　　長 中島　浩晶

教   　　頭 和地　伸浩

教  　　 頭 加藤　貴志

事   務   長 山川　信彦

総 務 主 任 清水　浩一

氏　　　名 役　名 氏　　　名

中村　宏樹 生徒指導主事 長尾　隆志

河合　秀紀

與後　雄二

保護者側　専門委員氏名 学校側　専門委員氏名

企画委員会
（予算と企画）

研修委員会
（学習と進路）
（生活と相談）
（保健と安全）

広報委員会
（ＰＴＡ会報）

加古　修市 保 健 主 事



愛知県立名古屋工科高等学校

月 日 曜日 事　　　　　　 　　業 場  所 参加者(予定人数)

4月7日 月 入学式・ＰＴＡ入会式 本校 新会員240名・Ｐ役員９名

ＰＴＡ会計監査 ＰＴＡ監査３名

第１回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員12名／Ｔ５名

第１回学校徴収金会計運営協議会 Ｐ役員12名／Ｔ10名

第２回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員12名／Ｔ５名

第１回ＰＴＡ委員会・第１回ＰＴＡ専門委員会 Ｐ役員12名・委員22名／Ｔ10名

ＰＴＡ総会[書面]

愛知県公立高等学校ＰＴＡ連合会　総会 Ｐ１年役員１名／Ｔ校長

愛知県公立高等学校ＰＴＡ指導者研修会 Ｐ１年役員１名／Ｔ校長

6月27日 金 東海地区高等学校ＰＴＡ連合会大会　静岡大会 静岡市清水文化会館ﾏﾘﾅｰﾄ Ｐ２年役員１名／Ｔ校長

7月上旬 第１回名南地区県立学校ＰＴＡ担当者会議 〇〇高校 Ｔ総務

８月21・ 木

22日 金

PTA校内見学会(選科説明会) Ｐ会員

第３回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員９名

第２回ＰＴＡ専門委員会 Ｐ役員９名・委員22名／Ｔ10名

ＰＴＡ会報「めいなん」第134号発行 ［広報委員会］／総務

ＰＴＡ研修会準備 ［研修委員会］

10月頃 ＰＴＡ研修会(企業見学会) 本校 他 ［研修委員会］

文化祭模擬店 ［研修委員会］

第２回ＰＴＡ委員会・第３回ＰＴＡ専門委員会 Ｐ役員９名・委員22名／Ｔ10名

11月中旬 名南・名北地域協働生徒指導推進事業 未定 ［研修委員会］／Ｔ１名

12月5日 金 ＰＴＡ技術講習会 本校 ［研修委員会］Ｐ会員〇名

12月上旬 第２回名南地区県立学校ＰＴＡ担当者会議 〇〇高校 Ｔ総務

1月頃 愛知県公立高校ＰＴＡ連合会名瀬(名南)地区研修会 〇〇文化小劇場 Ｐ役員・委員〇名／Ｔ〇名

学校保健委員会 Ｐ代表４名／Ｔ16名

第２回学校徴収金会計運営協議会 Ｐ役員９名／Ｔ10名

第４回ＰＴＡ役員会 Ｐ役員９名／Ｔ５名

第３回ＰＴＡ委員会 Ｐ役員９名・委員22名／Ｔ10名

卒業証書授与式 本校 Ｐ役員９名・委員９名

ＰＴＡ会報「めいなん」第135号発行 本校 ［広報委員会］／総務

Ｐ３年役員３名／Ｔ１名

令和７年度　ＰＴＡ事業計画（案）

本校

津市産業ｽﾎﾟｰﾂ
ｾﾝﾀｰ

第74回全国高等学校ＰＴＡ連合大会　三重大会

本校

4月18日 金

愛知県
産業労働ｾﾝﾀｰ

5月16日 金

6月4日 水

土2月28日

本校

11月21日 金

2月19日 木

本校

9月25日 木 本校



令和7年度 PTA会計予算書 （案）

令和7年4月18日

収入の部

（単位: 円）

科            目 予算額 昨年度予算額 増減額 備                                 考

会費 2,860,800 2,841,600 19,200 ＠4,800円×596名

雑収入 0 0 0

繰越金 825,080 911,360 △86,280

合            計 3,685,880 3,752,960 △67,080

支出の部

（単位: 円）

科            目 予算額 昨年度予算額 増減額 備                                 考

運営費 1,640,000 1,710,000 △70,000 （ＰＴＡ活動経費）

  会議費 15,000 15,000 0 委員会等の会議に要する経費

  広報費 250,000 250,000 0 ＰＴＡ会報「めいなん」印刷費

  旅費 220,000 220,000 0 全国大会・東海大会等の旅費

  需用費 235,000 265,000 △30,000 総会資料の印刷費、事務消耗品

  役務費 80,000 80,000 0 施設賠償保険、切手、郵送料

  慶弔費 80,000 80,000 0 慶弔規程による経費

  負担金 400,000 400,000 0

  研修費 360,000 400,000 △40,000 会員の研修会経費

事業費 2,040,000 2,040,000 0 （学校後援的経費）

 部活動等支援費 800,000 800,000 0

 報償費 10,000 10,000 0 部活動外部指導者報酬

 旅費 350,000 350,000 0 時間外部活動指導等の旅費

 需用費 740,000 740,000 0

 所定支払金 100,000 100,000 0 大会、研究会等の参加経費

 使用料及び賃借料 40,000 40,000 0 生徒移送用のタクシー代

予備費 5,880 2,960 2,920

  予備費 5,880 2,960 2,920

合            計 3,685,880 3,752,960 △67,080

県高Ｐ連会費、全国高Ｐ連賠償責任補償制度掛金

平日時間外部活動指導等支援金、消耗品購入

コサージュ、消耗品、印刷費等



令和7年度 空調設備運営費会計予算書（案）

令和7年4月18日

収入の部

（単位: 円）

科            目 予算額 昨年度予算額 増減額 備                                 考

会費 7,225,200 7,183,200 42,000

県負担金 4,495,000 5,486,000 △991,000

雑収入 0 0 0

繰越金 5,759,418 5,595,891 163,527 前年度からの繰越

合            計 17,479,618 18,265,091 △785,473

支出の部

（単位: 円）

科            目 予算額 昨年度予算額 増減額 備                                 考

負担金 10,600,000 11,591,000 △991,000 880,000円×12月

電気料金 1,300,000 1,300,000 0

需用費 200,000 200,000 0

予備費 5,379,618 5,174,091 205,527

合            計 17,479,618 18,265,091 △785,473

全日制12,000円×596名、定時制1,200円×61名

普通教室リース料県費負担



(１年)
R7.4.18

（単位 円）

予 算 額 備 考

6,141,590 工業科　　 27,790円×221名

0

6,141,590

（単位 円）

予 算 額 備 考

3,955,900

464,100 文化行事費

99,450 進路指導費

145,860 個人写真代

353,600 防災対策費

530,400 基礎学力診断テスト代

1,630,980 副教材費、レディネステスト判定費、ロイロノート

426,530 日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ共済掛金

39,780 体力テスト分析処理費

143,650 学校保健会・高体連・高文連分担金

121,550 生徒証代

2,185,690 @9,890円×221名

0

6,141,590

内 訳

予 備 費

合 計

共 通 経 費

工 業 科 実 習 費

令和7年度入学学年積立金会計予算書（案）

雑 収 入

合 計

２  支出の部

１  収入の部

科 目

会 費



(２年) R7.4.18

（単位 円）

予 算 額 備 考

機械科           23,440円× 63名

電気科           24,440円× 40名

IT工学科         12,440円× 40名

ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科     23,440円× 28名

ｴﾈﾙｷﾞｰ化学科   　15,440円× 26名

0

1,155,447 前年度からの繰越金

5,165,127

（単位 円）

予 算 額 備 考

2,323,615

413,700 文化行事費

88,650 進路指導費

130,020 個人写真代

75,845 クレぺリン検査代

472,800 基礎学力診断テスト代

307,320 副教材費、レディネステスト判定費、ロイロノート

183,210 SPIテスト代

380,210 日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ共済掛金

35,460 体力テスト分析処理費

128,050 学校保健会・高体連・高文連分担金

108,350 生徒証代

922,635 @14,645円× 63名

625,800 @15,645円× 40名

145,800 @3,645円×  40名

410,060 @14,645円× 28名

172,770 @6,645円×  26名

564,447

5,165,127

令和６年度入学学年積立金会計予算書（案）

繰 越 金

合 計

２  支出の部

１  収入の部

科 目

4,009,680会                      費

雑 収 入

内 訳

予 備 費

合 計

共 通 経 費

機 械 科 実 習 費

電 気 科 実 習 費

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 化 学 科 実 習 費

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 科 実 習 費

IT 工 学 科 実 習 費



(３年)
R7.4.18

（単位 円）

予 算 額 備 考

機械科           23,440円× 50名

電気科　　　　　 30,440円× 37名

IT工学科　　　   24,440円× 32名

ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科　　 26,440円× 33名

ｴﾈﾙｷﾞｰ化学科     21,440円× 26名

0

2,566,370 前年度からの繰越金

7,076,690

（単位 円）

予 算 額 備 考

5,617,680

373,800 文化行事費

80,100 進路指導費

117,480 個人写真代

68,530 クレペリン検査

97,900 就職用写真代

356,000 基礎学力診断テスト代

440,550 副教材費、ロイロノート

165,540 SPIテスト代

343,540 日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ共済掛金

32,040 体力テスト分析処理費

115,700 学校保健会・高体連・高文連分担金

97,900 生徒証代

213,600 卒業証書フォルダ

1,958,000 卒業アルバム代

1,157,000 同窓会入会費

144,000 @2,880円× 50名

365,560 @9,880円× 37名

124,160 @3,880円× 32名

194,040 @5,880円× 33名

22,880 @  880円× 26名

608,370

7,076,690

内 訳

予 備 費

合 計

共 通 経 費

機 械 科 実 習 費

電 気 科 実 習 費

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 化 学 科 実 習 費

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 科 実 習 費

IT 工 学 科 実 習 費

令和５年度入学学年積立金会計予算書（案）

雑 収 入

合 計

２  支出の部

１  収入の部

科 目

4,510,320会      　　　　　　　　費

繰 越 金



R7.4.18

１　収入の部 （単位　円）

7 年 度 予 算 額 6 年 度 予 算 額 比 較 増 減 備 考

2,860,800 2,841,600 19,200 4,800円×596名

0 0 0

912,090 786,366 125,724 前年度からの繰越金

3,772,890 3,627,966 144,924

２　支出の部 （単位　円）

7 年 度 予 算 額 6 年 度 予 算 額 比 較 増 減 額 備 考

部活動充実費 332,000 332,000 0

生 徒 派 遣 費 126,000 126,000 0 生徒派遣に要する費用

消 耗 品 費 206,000 206,000 0 部活動充実に要する費用

教育振興費 3,204,000 3,294,000 △ 90,000

総 務 費 264,000 264,000 0 学校行事用消耗品等

生 徒 指 導 費 88,000 88,000 0 生徒指導用消耗品等

進 路 指 導 費 64,000 64,000 0 進路指導用消耗品等

保 健 費 401,000 401,000 0 清掃・保健厚生用消耗品等

図 書 費 403,000 403,000 0 図書・雑誌・館報費等

需 用 費 1,934,000 2,024,000 △ 90,000 実習材料代・環境整備費等

役 務 費 50,000 50,000 0 振込手数料・保険料等

236,890 1,966 234,924

予 備 費 236,890 1,966 234,924

3,772,890 3,627,966 144,924

科    目

予   備   費

合 計

合 計

令和7年度教育振興費会計予算書（案）

科 目

会 費

雑 収 入

繰 越 金



7年度予算額 6年度予算額 比 較 増 減 備 考

619,000 619,000 0 実習用消耗品

機　械　科 180,000 180,000 0

電　気　科 90,000 90,000 0

IT工学科 90,000 90,000 0

ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ科 90,000 90,000 0

ｴﾈﾙｷﾞｰ化学科 90,000 90,000 0

理　　　科 39,000 39,000 0

普　通　科 40,000 40,000 0

工務部充実費 80,000 80,000 0 工務関係消耗品

視聴覚充実費 50,000 50,000 0 視聴覚関係消耗品

教務部充実費 30,000 120,000 △ 90,000
デジタル採点ソフト変更（R7より百

問燎乱（無料））

大会参加費 200,000 200,000 0 工研競技大会等

電算機等消耗品費 80,000 80,000 0

200,000 200,000 0 体育用消耗品

環境整備費 675,000 675,000 0 環境整備等費用

1,934,000 2,024,000 △ 90,000

体   育   費

合計

令和7年度需用費予算内訳

科 目

実　習　費



１　収入の部 （単位：円）

科　　目 予 算 額 備　　考

生徒会費 4,148,160 580円×596名×12ヶ月

雑 収 入 0

前年度繰越 293,816

合　　計 4,441,976

２　支出の部 （単位：円）

科　　目 予 算 額 備　　考

学校祭費 580,000 内訳参照＊１

連 盟 費 180,000 部活動登録費　　　　　　　　　前年度より-20,000

参 加 費 420,000 部活動試合参加費等

派 遣 費 300,000 部活動生徒派遣費　　　　　　前年度より-20,000

部活動費 2,608,800 内訳参照＊２ 　　　　 　　　　前年度より-206,200

生徒会誌 250,000

慶 弔 費 15,000

需 用 費 60,000 前年度より-40,000

予 備 費 28,176 前年度より-112,679

合　　計 4,441,976

0

支出の部（学校祭費）の内訳＊１ （単位：円）

科　　目 予 算 額 備　　考

科・部・クラス展補助費 520,000 5科×30,000円、12クラス×15,000円、6クラス×30,000円、１0部×10,000円
模擬店売り上げ返金　６クラス×１５０００円

ステージ音響設備費 20,000 前年度より-60,000

学校祭総務費 40,000 前年度より-40,000

合　　計 580,000

令和７年度　生徒会会計予算書（案）



支出の部（部活動費）の内訳＊２ （単位：円）

番号　 部活動名 予 算 額 備　　考

1　　　野　球 386,800 -11,200

2　　　卓　球 134,200 -11,000

3　　　剣　道 9,500 -1,000

4　　　サッカー 130,000

5 バスケットボール 116,900 -15,000

6　　　陸　上 54,000 -20,000

7　　　柔　道 25,000 -3,000

8　 バレーボール 105,500 -15,000

9　　 ラグビー 223,900 -22,000

10　ハンドボール 80,500 -8,000

11　トレッキング 31,000 -4,000

12　　 テニス 52,000 -8,000

13　 　弓　道 107,000 -13,000

14　バドミントン 195,600 -15,000

15　　 美　術 20,800 -2,000

16　　 写　真 29,600 -3,000

17　　 自動車 200,000 -22,000

18　　メカトロ 71,000 -9,000

19　　 科　学 36,000 -4,000

20　　 図　書 2,500

21　　ロボット 155,000 -20,000

小　計 2,166,800

ユニフォーム代 250,000 令和７年度 サッカー部

共有物品購入費 100,000

文化部補助費 80,000

部活動雑費 12,000 部活動日誌21冊

合　　計 2,608,800



 

 

 

愛知県立名古屋工科高等学校学校徴収金会計運営協議会要項 

 

第１ 趣 旨 

  愛知県立名古屋工科高等学校における教育活動に必要不可欠な学校徴収金（県徴収金及び

団体徴収金を除く。）の各会計について適正な運営及び執行を図るため、愛知県立名古屋工科

高等学校学校徴収金会計運営協議会（以下「運営協議会」という。）を設置する。 

第２ 役 割 

 １ 次の事項について協議すること。 

  (1) 学校徴収金の徴収目的、徴収額及び徴収方法等に関すること。 

  (2) 学校徴収金会計の予算及び決算に関すること。 

  (3) 学校徴収金会計間の流用に関すること。 

  (4) その他必要な事項 

 ２ 学校徴収金について監査を実施すること。 

第３ 構 成 

 １ 運営協議会は、次に掲げる委員をもって構成する。 

  (1) 保護者委員は、ＰＴＡ役員とする。 

  (2) 校長、教頭及び事務長 

  (3) 教職員 ６名以内 

 ２ 委員は、校長が委嘱する。 

   ただし、保護者委員は、ＰＴＡ会長が推薦する者とする。 

 ３ 委員の任期は、１年とする。 

   ただし、欠員が生じた場合の補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。 

第４ 会長及び副会長 

 １ 運営協議会には、会長及び副会長を置く。 

 ２ 会長は、保護者委員の中から選出する。 

 ３ 副会長は、校長とする。 

第５ 運営協議会の事務及び招集 

  運営協議会に関する事務は校長が行い、会議は会長が招集する。 

第６ 会 議 

 １ 会議は、委員総数の３分の２以上及び保護者委員の２分の１以上の出席がなければ開く

ことができない。 

 ２ 議事は、出席委員の過半数でこれを決する。 

   なお、可否同数のときは会長の決するところによる。 

第７ 監 査 

 １ 運営協議会には、監査委員を３名以上置く。 

 ２ 監査委員は、保護者委員の中から選出する。 

 ３ 監査は、決算時に行うもののほか、必要に応じて実施する。 

第８ 会計処理 

  学校徴収金に関する会計事務処理については、県教育委員会が定める私費会計の会計処理

基準による。 

第９ 雑 則 

  この要項に定めるもののほか、必要な事項は運営協議会がこれを定める。 

 

附則 この要項は、令和３年４月１日から実施する。 

この要項は、令和４年４月１日から実施する。 



 

 

空調設備使用規定 

 

愛知県立名古屋工科高等学校 

 

１ 目 的 

  生徒の健康保持及び快適な学習環境を確保することを目的として愛知県立名

古屋工科高等学校ＰＴＡにより教室に設置された空調設備を適切に運用管理す

ることを目的とする。 

 

２ 使用期間 

  原則として冷房期間は６月から９月まで、暖房期間は１２月から２月までの

期間とし、気温が高いなど学習活動に支障が生じると認められる場合には使用

できるものとする。 

 

３ 設置場所 

  普通教室 ２４室 

特別教室 １１室 

 

４ 管理責任者 

  管理責任者は教頭とする。 

 

５ 使用基準 

（１）冷房の設定温度は２８℃を目安とし省エネに努める。 

（２）暖房の設定温度は１８℃を目安とし省エネに努める。 

（３）使用時間帯は原則として月曜日から金曜日の平日の８時３０分から１７時 

までとする。運転はプログラムによる自動運転とし、それ以外の期間・時間 

帯については使用責任者が管理責任者に連絡し許可した場合、手動による運 

転を行うものとする。 

 

６ 留意事項 

 （１）実習や体育の授業等で教室を空ける場合には、窓や出入口を閉めること。 

 （２）生徒の健康状態に注意して使用する。 

 （３）使用にあたり故障や破損のないよう十分注意を払う。 

    なお、故意、過失により故障や破損が生じた場合には、その経費は当事者

が負担する。 

 

７ その他 

    空調設備の運用及び管理において重大な問題が発生した場合は、ＰＴＡと協

議するものとする。 

 

平成２７年４月 １日施行 

附則 平成３０年５月１８日施行 

  附則 令和 ３年４月２３日施行 

附則 令和 ５年４月２１日施行 



 

 

    

愛知県立名古屋工科高等学校 空調設備管理規約 

 

第１条（目的） 

愛知県立名古屋工科高等学校の教室に空調設備を設置し、生徒の健康保持及び快適な学習環境

を確保することを目的とする。 

第２条（名称） 

  この団体の名称は、愛知県立名古屋工科高等学校 空調設備運営費会計とする。 

第３条（所在地） 

  この団体の事務局を名古屋市南区阿原町１に置く。 

第４条（構成員） 

  この団体の構成員は、愛知県立名古屋工科高等学校保護者及び教員とする。 

第５条（役員） 

  この会に次の役員を置く。 

   代表 １名。代表は愛知県立名古屋工科高等学校長とし、会を代表して運営する。 

第６条（役員の任期） 

  役員の任期は１年とする。ただし、特段の申し出がない場合は再任とする。 

第７条（設立年月日） 

  この会の設立年月日は、平成２７年４月１日とする。 

第８条（徴収金） 

    空調設備は、PTA 特別会計（空調設備運営費会計）として、生徒一人あたり全日制：年額１２，

０００円（月額１，０００円）、定時制：年額１，２００円（月額１００円）を徴収する。 

ただし、消費税率・電気料金・生徒数等の変動により徴収金の改定が必要となった場合には、

PTA役員会で協議し、決定する。 

第９条（会計期間） 

   空調設備運営費会計の会計期間は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。なお、余剰

金が生じた場合は、不測の事態等に備え翌年度会計に繰り越すことができる。 

第１０条（監査等の実施） 

 空調設備運営費会計の決算報告は、毎年度、会計監査を経て PTA総会の承認を受ける。 

第１１条（運営及び管理） 

  空調設備の運用及び管理については、愛知県立名古屋工科高等学校に委託するものとする。 

第１２条（規約改正） 

  この規約は、会員の過半数の同意をもって改正することができる。 

（附則） 

① 会の役員は、次の会員とする。 

 愛知県立名南工業高等学校長 

② この規約は、平成２７年４月 １日から適用する。 

③ この規約は、平成２９年４月 １日から適用する。 

④ この規約は、平成３０年５月１８日から適用する。 

⑤ この規約は、令和 ３年５月２０日から適用する。 

 



 

 

 

愛知県立名古屋工科高等学校ＰＴＡ会則 

 

第 Ⅰ 章 （名 称） 

第１条 本会は愛知県立名古屋工科高等学校ＰＴＡと称する。 

 

第 Ⅱ 章 （目 的） 

第２条 本会は次の諸項を行うことを目的とする。 

 １．家庭、学校及び社会における生徒の福祉を増進する。 

 ２．会員相互の親睦をはかり、新しい民主的教育に対する理解を深めこれを推進する。 

 ３．家庭と学校との関係を一層緊密にし、生徒の教育について保護者と教職員とが協力をするように

する。 

 ４．保護者と教職員とが一般社会の協力を促進して、生徒の心身の健全な発達をはかる。 

 ５．学校の教育的環境の整備をはかる。 

 

第 Ⅲ 章 （方 針） 

第３条 本会は教育を本旨とする民主的団体として活動する。 

第４条 本会は生徒の福祉のために活動する他の社会的団体および機関と協力する。 

第５条 本会は学校問題について討議し、またその活動を助けるために意見を出し、参考資料を提供す

るが、学校の管理や教員の人事に干渉するものではない。 

 

第 Ⅳ 章 （会 員） 

第６条 本会の会員は生徒の保護者、学校長および教職員とする。 

 

第 Ⅴ 章 （会 計） 

第７条 本会の経費は会費、事業収入、および寄附金をもって支弁する。会費の額および資金獲得の種

類を決定する場合は、総会における承認を得なければならない。ただし、収支予算の審議決定ま

では、会長承認のもと、必要な予算を執行することができる。 

第８条 会費は月額 400円とする。但し教職員はこれを免除する。 

第９条 本会の資産は第Ⅱ章の目的達成のため以外に使用してはならない。 

第10条 本会の会計年度は 4月 1日に始まり翌年の 3月31日に終る。 

 

第 Ⅵ 章 （委員および役員） 

第11条 本会の委員は次のとおりとする。 

 １．保護者より１学年につき９名以上選出する。 

 ２．教職員中より選出された若干名 

 ３．専門委員として委嘱を受けた若干名 

第12条 本会の役員は次のとおりである。 

 １．会 長  １名（保護者より）      ２．副会長  ３名（内教頭２名） 

 ３．書 記  ３名（内学校総務１名）    ４．会 計  ３名（内事務長１名） 

 ５．会計監査 ３名 

第13条 役員は委員会で推薦し総会で決定する。 

第14条 役員および委員の任期は１ヵ年とし再選を妨げない。 

第15条 校長は本会の顧問とし、すべての会に出席することができる。 

 

 

 

 

 



 

 

 

第 Ⅶ 章 （役員の任務） 

第16条 役員の任務は次のとおりである。 

 １．会長は本会を代表し会務を総理するとともに各種の集会を司会する。 

 ２．副会長は会長を補佐し、会長に事故のあるときはその職務を代行する。 

 ３．書記は総会ならびに委員会の議事を記録し各種の会合についての準備と通知をする。 

 ４．会計は本会のすべての金銭の収入、支出を司り、総会において決算報告をする。 

 ５．会計監査は会計を監査し、その結果を総会に報告する。 

 

第 Ⅷ 章 （集 会） 

第17条 本会の集会には総会、委員会および専門委員会がある。 

第18条 総会（書面および電磁的方法を含む）は毎年１回、委員会は年３回開くのを原則とする。 

第19条 総会は最高決議機関であり、委員会はこれに次ぐものとする。 

第20条  総会は新会員に関する報告、年度決算の報告、役員、年度計画および予算その他、重要な事項

に対する審議ならびに承諾を行う。 

第21条  会長は必要に応じて集会を招集することができる。 

第22条  総会および委員会の決議は、全会員の過半数の同意を得なければならない。 

第23条 専門委員会は特定の目的を遂行するために設ける。 

 

第 Ⅸ 章 （専門委員会） 

第24条 専門委員会は次のとおりとし、担当事項につき計画を立案しこれを委員会に提出する。 

 １．企画委員会 若干名 

 ２．研修委員会 若干名 

 ３．広報委員会 若干名 

第25条 専門委員会の任務は次のとおりである。 

 １．企画委員会は年度予算の作成および本会の事業等を企画する。 

 ２．研修委員会は生徒の家庭学習や生活指導上の諸問題について検討するとともに、生徒の保健上、

必要がある事項の充実および健全化をはかる。また、各種研修会の企画・立案を行う。 

 ３．広報委員会は会報を発行し、会員相互の連携をはかる。 

第26条 第24条の各項の他、さらに専門委員会を設けることができる。 

第27条 各専門委員は会長が委嘱し、各専門委員は構成員の互選によって委員長を選任する。 

第28条 第26条による専門委員会の任務運営に関しては、その都度これを定める。 

 

第 Ⅹ 章 （改 正） 

第29条 本会則は総会において全会員の３分の２以上の同意により改正することができる。 

 

第 ⅩⅠ 章 （補 則） 

第30条 本会は相談役をおくことができ、必要ある場合、役員会が招請し会長が委嘱する。 

    尚、相談役は役員としないが、役員会の要請がある時は行事に参画することができる。 

第31条 本会則は昭和６０年４月 １日より施行する。 

(附則)  本会則は平成２８年５月１９日より施行する。 

    本会則は令和 ３年５月２０日より施行する。 

本会則は令和 ５年４月 １日より施行する。 

    本会則は令和 ７年５月１６日より施行する。 



 

 

団体規約等 

 

 

ＰＴＡ慶弔規定 

 

第１条  生徒死亡の場合は、本会代表者、校長、当該学級の担任および生徒代表が会葬

する。弔慰金５，０００円・供花１対をおくる。 

第２条  生徒の保護者が死亡の場合は、本会の代表者、当該学級の担任および生徒代表

が会葬する。弔慰金５，０００円・供花 1 対をおくる。 

第３条  生徒が学校管理下において負傷し 1 ヶ月以上欠席した場合は、見舞金（品）と

して２，０００円程度をおくる。 

第４条  本会役員（職員は除く。）死亡の場合は、役員会を開いて協議する。 

第５条  役員の配偶者死亡の場合、本会ならびに職員代表が会葬する。会葬困難な場合

は弔電をもってこれにかえる。香料または供物として生花１対程度をおくる。 

第６条  本会役員が負傷、病気等で入院した場合は、役員会を開いて協議する。 

第７条  会員（職員は除く。）が非常災害にあった場合は、役員会を開いて協議する。 

第８条  会員（職員は除く。）の慶事については、協議の上慶祝の意を表すことができ

る。 

第９条  本会役員の退任にあたっては、記念品をおくり感謝の意を表す。 

第10条  以上のほか会長が必要と認めた場合は、協議の上実施する。 

第11条  本会規約によって受けた金品に対しては、返礼をしない。 

第12条  本会の規約改定は、役員会の合議による。 

 

令和３年11月改定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


